
 

   

 

 

 

   

 

2022年度 

第２号 

強歩を行う前よりも、自分の力に

自信を持てるようになり、仲間と大

切さも改めて学ぶことができまし

た。今後、新たなことに挑戦する時

や、普段の勉強に役立てて生活して

いきます。 

1 年 赤間 創（福島市立福島第一小学校出身） 

閉会集会の後、先輩方が「お疲れ

様」、「きつかったね」など、終わっ

てからも声を掛け合っていて、すご

いな、こんな人になりたいなと思い

ました。      １年 草野 悠乃 

（二本松市立安達太良小学校出身） 

先輩という立場になって、去年の

自分と何が変わったのか、一年生に

教えられることを持つことができ

ているのかということを考えさせ

られました。また、強歩は勉強と似

ていて、みんながいるから頑張れ

て、成長できるのだと感じました。 

２年 中島 恋（福島市立森合小学校出身） 

今回の強歩では途中から気持ち

が悪くなってしまいました。一番の

原因は自分の気持ちの弱さにある

と思います。しかし、友達や先生方

に励まされて、気持ちを前向きに持

てるようになりました。 

２年 齋藤 拓幸（伊達市立梁川小学校出身） 

昼食後、体力が余っていた人たち

で頂上の展望台を目指して山を駆

け上がりました。道が分からずたど

り着くことはできませんでしたが、

探検をしている気分を味わうこと

ができ楽しかったです。 

３年 林 徳明（桜の聖母学院小学校出身） 

今回の強歩に、私は生徒会長とし

て企画運営に携わり、ルートや班決

めなど、直前までたくさんのことを

練っていました。コロナや天候など

様々な心配があったにも関わらず、

実施できるよう最善策を考えてく

ださった先生方、ありがとうござい

ました。 

３年 星 琴音（郡山ザベリオ小学校出身） 

5 月 14 日(土)に、中高一貫コース強歩が実施されました。学校から飯野町にある“UFO の里”まで歩き、折り返し

て戻ってくるという約 23km の行程です。例年と比較すると距離は短いのですが、アップダウンが激しくハードな道

のりでした。生徒会役員が中心となって選定したコースでの実施という前例のない企画でしたが、参加生徒全員が完

歩できたことは大変喜ばしい事です。今回の行事を通して、生徒たちはどのようなことを感じたのでしょうか。感想の

一部をご紹介します。 

 

 

5月 17日(火)、18日(水)にとうほう・みんなのスタジアムで開催され 

た県北陸上競技大会で、総合運動部の塚田希紬くんが、走り幅跳び競技に 

おいて 5ｍ61cmで 5位に入賞し、県大会出場の切符を手にしました！ 

 県大会は 7月 5～７日に開催されます！自己ベストを更新し、満足のい 

く結果となることを期待します！ 

祝 県大会出場！陸上競技大会で５位入賞！ 

詳しい様子はコチラをチェック！ 

 


